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▲�ご出席いただいた方々
に向け、挨拶を述べる
藤田範彦組合長。
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懇
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Ａ
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介
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一
、
開
会
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Ｊ
Ａ
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三
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四
、
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祝
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五
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議
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選
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六
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七
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議
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審
議

八
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決
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案
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程
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九
、
閉
会

第
十
九
回
　
通
常
総
代
会

代
表
理
事
組
合
長
挨
拶
よ
り

　

平
成
二
十
八
年
の
農
業
情
勢
は
、
T
P
P
の

問
題
や
農
協
改
革
な
ど
、
激
動
の
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

T
P
P
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
関
連

法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の

新
政
権
が
脱
退
を
表
明
し
、
発
効
は
事
実
上

困
難
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
欧
州
連

合
E
U
と
の
E
P
A
交
渉
、
中
国
を
中
心
と
し

た
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
R
セ
ッ
プ
、
更
に
は
ア

メ
リ
カ
と
の
二
国
間
協
定
な
ど
、
国
際
貿
易
交

渉
の
加
速
化
が
懸
念
さ
れ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
E
U
と
の
E
P
A
交
渉
に
つ
い
て
は
、

情
報
開
示
が
十
分
で
な
い
中
で
、
交
渉
が
大

詰
め
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
る
日
本
と
E
U
首
脳

会
談
に
お
い
て
、
安
倍
首
相
の
政
治
判
断
で
一

気
に
交
渉
決
着
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
た

と
の
見
方
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
組
織
一
体
と
な
っ
て
、
農

畜
産
物
の
重
要
品
目
の
再
生
産
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
必
要
な
国
境
措
置
を
確
保
す
る
よ

う
強
く
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
方
、
農
協
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

四
月
に
改
正
農
協
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
面
す
る
課
題
と
し
て
、
平
成
三
十
一
年
度

か
ら
の
公
認
会
計
士
監
査
、
准
組
合
員
の
事

業
利
用
規
制
、
そ
し
て
信
用
事
業
の
譲
渡
・
代

理
店
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
政
府
、
規

制
改
革
推
進
会
議
よ
り
現
場
の
実
態
を
無
視

し
た
、到
底
容
認
で
き
な
い
提
言
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
協
同
組
合
」
の
理
念
を
も
揺
る

が
す
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、
国
民
的
な
理

解
を
得
る
た
め
に
も
、
第
二
十
八
回
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
で
決
議
し
た
、
北
海
道
五
五
〇
万
人

と
共
に
創
る
「
力
強
い
農
業
」
の
実
現
に
む
け

た
取
り
組
み
を
、
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
地
域
農
業
は
、融
雪
も
早
く
、

春
耕
作
業
も
比
較
的
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
六
月
の
天
候
不
順
に
加
え

て
、
八
月
以
降
過
去
に
例
の
な
い
、
四
つ
の

台
風
の
上
陸
・
接
近
な
ど
、
全
道
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
当
地
に
於

い
て
も
、
一
部
冠
水
、
作
物
の
倒
伏
が
発
生
い

た
し
ま
し
た
。

　

主
要
品
目
の
玉
葱
は
一
昨
年
に
続
い
て
良
好

な
作
柄
で
あ
り
、
葉
物
野
菜
を
中
心
と
し
た

蔬
菜
で
は
、
各
産
地
で
の
凶
作
や
台
風
の
影

響
に
よ
り
産
地
リ
レ
ー
が
正
常
に
回
ら
ず
、

全
般
的
に
高
値
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

地
域
差
や
作
物
に
よ
る
差
は
あ
っ
た
も
の

の
、
作
柄
・
価
格
共
に
概
ね
順
調
な
出
来
秋

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
生
産
者
皆

さ
ん
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
地
域
に
根
ざ

し
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
向
き
合
う
事
業
展
開

特集
　

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
第
十
九
回
通
常
総

代
会
が
六
月
三
十
日
（
金
）
午
後
二
時

よ
り
共
済
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
代
出
席
者
は
、
本
人
出
席

二
八
七
名
、
書
面
議
決
二
九
〇
名
、
委

任
状
五
名
の
合
計
五
八
二
名
。
過
去
十

年
で
最
も
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
以
下
の
次
第
に
沿
っ
て
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
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▲�議長は北札幌地区の
橋場武夫さんに務めて
いただきました。

を
図
る
た
め
、身
近
な
統
括
支
店
を
核
と
し
て
、

組
合
員
・
地
域
住
民
・
農
協
職
員
が
一
体
と
な
っ

た
、協
同
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
域
役
員
・
女
性
部
・
青
年
部
・
生
産
部
会

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

の
特
徴
を
生
か
し
た
多
彩
な
企
画
で
、
札
幌
農

業
の
P
R
と
食
農
教
育
を
目
的
に
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

既
に
体
験
農
園
・
体
験
学
習
は
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
更
に
充
実
し
た
内

容
で
展
開
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
内
に
あ
っ
て
は
、
職
員
教
育
の
柱
と
し

て
C
S
改
善
活
動
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
活
動
は
、
組
合
員
、
利
用
者
満
足

度
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。
平
成
二
十
六

年
か
ら
段
階
的
に
導
入
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
の
改
善
活
動
は
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
あ
る
い
は
価
値
観
の
変
化
の
中
で
、
到

達
点
の
無
い
、
限
り
な
い
取
り
組
み
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
統
一
し
た
文
化
・

風
土
を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

各
事
業
部
門
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
区
別
懇
談
会
に
お
い
て
詳
し
く
ご
報

告
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
改
め

て
そ
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
相
談
事
業

で
は
、
昨
年
十
月
よ
り
『
よ
ろ
ず
サ
ポ
ー
ト

相
談
員
制
度
』
を
新
設
、
各
支
店
に
十
九
名

を
配
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

資
産
の
運
用
、
相
続
・
遺
言
、
税
対
策
等
々
、

約
半
年
間
で
七
十
九
件
の
具
体
的
な
相
談
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
組
織
を

挙
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
購
買
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
各

種
奨
励
施
策
の
拡
充
を
図
り
、
生
産
者
の
コ

ス
ト
低
減
と
利
用
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

信
用
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
年
大
き

な
通
過
点
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
、
貯

金
期
末
残
高
三
〇
〇
〇
億
円
の
目
標
を
年
度

末
三
〇
一
二
・
五
億
円
と
計
画
を
一
年
前
倒
し
て

達
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

次
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
組
合
員
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
と
信
頼
に
沿
っ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
推
進
に
よ
り
、
平
成
二
十
八

年
度
の
事
業
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の

影
響
も
あ
り
、
事
業
計
画
は
達
成
出
来
た
も

の
の
、
過
去
最
高
益
で
あ
っ
た
昨
年
に
比
べ
、

残
念
な
が
ら
減
収
、
減
益
と
な
り
、
事
業
総

利
益
は
前
年
対
比
九
三
・
五
％
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

　

事
業
利
益
で
は
、
事
業
管
理
費
の
節
減
に

努
め
る
一
方
、
今
後
想
定
さ
れ
ま
す
重
要
な
課

題
を
勘
案
い
た
し
ま
し
て
、
将
来
に
備
え
、
引

当
金
の
積
み
増
し
を
行
な
い
、
一
層
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
前
年
の
数
値
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
事
業
計

画
を
上
回
る
二
・
七
億
円
の
事
業
利
益
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
期
未
処
分
剰
余
金
は
、六
九
一
、四
九
三
千
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご

利
用
、
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
重
ね
て
お

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
昨
年
に
引
き
続
き

出
資
配
当
を
二
・
〇
％
と
い
た
し
ま
し
た
剰
余

金
処
分
案
を
ご
提
案
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
に
あ
た
り
、
当
面
の
課
題

認
識
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
整
理
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
運
用
利
回

り
の
低
下
、
共
済
付
加
収
入
の
減
少
な
ど
、

信
用
・
共
済
事
業
の
収
益
の
悪
化
が
今
後
懸

念
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
購
買
事
業
の
手
数
料

水
準
の
低
下
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
た
収
益
構
造
の
変
化
を
的

確
に
把
握
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
、
将
来
に
備
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
農
業
、
農
協
を
取
り
巻

き
ま
す
環
境
は
、
尚
一
層
厳
し
い
も
の
と
覚
悟

す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
員
皆
さ

ん
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
積
極
的
に
必
要
な

改
善
・
改
革
を
図
り
、
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
と
共
に
、
お
示
し
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
を
確
実

に
実
践
し
、
経
営
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
ご
決
定
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
役
員
定
数
の
削
減
に
伴
い
ま
し
て
、

本
総
代
会
に
理
事
二
十
一
名
、
監
事
七
名
の
選

任
に
つ
い
て
お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
従
来
に

も
増
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
機
動
的
な
組
織
体
制
作
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

第
十
九
回
　
通
常
総
代
会
　
議
案

議
案
第
一
号

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

議
案
第
三
号

　

農
業
経
営
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　
『
定
款
』
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　
『
農
業
経
営
規
程
』
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　
『
宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
』
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　
『
役
員
退
職
慰
労
金
支
給
規
程
』
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

退
任
役
員
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支

給
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
な
う

農
業
経
営
事
業
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て

附
帯
決
議
一
件

そ
の
他
決
議
一
件

　

皆
さ
ま
に
ご
協
力
・
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

全
て
原
案
通
り
に
可
決
決
定
さ
れ
、
午
後
四

時
二
十
七
分
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
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◆
総
務
部
門

Q
平
成
三
十
一
年
四
月
よ
り
、
理
事

の
過
半
は
認
定
農
業
者
で
な
く
て

は
い
け
な
い
と
法
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
選
に
お
い
て
認
定
農
業
者
の
理

事
候
補
者
は
二
名
し
か
い
ま
せ
ん
。
認
定

農
業
者
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
考
え
で

す
か
。�

（
篠
路
地
区
）

A
理
事
構
成
要
件
は
、
実
践
的
能
力

者
を
含
め
て
過
半
で
あ
れ
ば
良
い

と
改
正
農
協
法
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
不
足
す
る
場
合
は
、
法
に
則
り
、

認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
を
加
え
る
考
え

で
あ
り
ま
す
。

Q
固
定
資
産
リ
ス
ク
準
備
積
立
金
の

概
要
等
を
説
明
願
い
た
い
。

�

（
琴
似
地
区
）

A
当
組
合
が
所
有
す
る
大
規
模
な
賃

貸
施
設
（
月
寒
中
央
ビ
ル
等
）
に

つ
い
て
、
将
来
の
修
繕
・
改
修
の
部
分
等

を
し
っ
か
り
手
当
出
来
る
よ
う
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
事
か
ら
、
毎
年
積
立
を
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Q
総
代
会
に
は
書
面
議
決
で
の
出
席

で
は
な
く
、
本
人
が
議
場
に
出
席

し
て
も
ら
う
べ
く
何
か
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
な
い
で
す
か
。�

（
中
央
地
区
）

A
総
代
の
本
人
出
席
率
向
上
へ
向
け

た
対
策
と
し
て
、
各
統
括
地
区
で

役
席
者
が
出
向
き
出
席
を
促
す
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

Q
実
践
的
能
力
者
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
し
て
欲
し
い
。
実
践
的
能
力

者
は
農
業
者
で
な
く
て
も
良
い
の
で
す

か
。�

（
中
央
・
豊
平
地
区
）

A
理
事
構
成
に
関
す
る
改
正
農
協
法

に
規
定
す
る
、
農
畜
産
物
の
販
売

そ
の
他
の
当
該
農
業
協
同
組
合
が
行
な
う

事
業
ま
た
は
法
人
の
経
営
に
関
し
実
践
的

な
能
力
を
有
す
る
者
を
示
し
て
お
り
、
当

農
協
が
営
む
事
業
に
精
通
し
て
い
る
人
で

あ
れ
ば
農
業
者
で
な
く
て
も
実
践
的
能
力

者
と
な
り
ま
す
。
当
組
合
は
、販
売
・
購
買
・

信
用
・
共
済
・
相
談
事
業
と
幅
広
く
事
業

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
非
常
に
広

い
範
囲
の
実
務
経
験
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
一
定
規
模
以
上
の
法
人
経
営

者
で
あ
れ
ば
、
当
組
合
の
事
業
に
関
わ
ら

ず
全
て
の
業
種
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

Q
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
理
事
候
補

者
要
件
と
し
て
の
実
践
的
能
力
者

と
い
う
記
載
は
必
要
な
の
で
す
か
。

�

（
豊
平
地
区
）

A
理
事
の
構
成
要
件
の
見
直
し
規
定

に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
、

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
降
最
初
に
招

集
さ
れ
る
通
常
総
代
会
が
終
了
す
る
時
よ

り
適
用
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
今
回

の
改
選
か
ら
新
要
件
を
満
た
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

Q
組
合
の
事
業
利
益
の
中
か
ら
行

な
っ
て
い
る
組
合
員
お
よ
び
職
員

へ
の
還
元
方
法
に
つ
い
て
説
明
願
い
た

い
。�

（
南
地
区
）

A
出
資
配
当
は
昨
年
に
引
き
続
き

二
・
〇
％
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
経
済
事
業
に
お
い
て
組
合
員
の
皆
さ

▲手稲地区

平
成
二
十
九
年
度　

第
一
回
地
区
別
懇
談
会 

Q
＆
A

▲篠路地区

　

六
月
十
三
日（
火
）か
ら
十
五
日（
木
）

に
か
け
、
全
十
二
地
区
で
地
区
別
懇
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各
懇
談
会

に
は
、
常
勤
役
員
お
よ
び
各
室
・
部
長

が
二
班
に
分
か
れ
て
出
席
し
、
平
成

二
十
八
年
度
の
決
算
事
業
報
告
を
行

な
っ
た
後
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
組
合

員
の
皆
さ
ま
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ま
へ
ご
利
用
を
通
し
て
各
種
奨
励
金
に
よ

る
利
益
の
還
元
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
に
対
し
て
は
、
期
末
手
当
を

支
給
し
て
お
り
ま
す
。

Q
信
用
・
共
済
事
業
で
の
収
益
を

も
っ
と
経
済
事
業
や
生
産
者
に
振

り
向
け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

�
（
厚
別
地
区
）

A
部
門
別
損
益
に
お
い
て
経
済
事
業

の
赤
字
分
を
信
用
・
共
済
事
業
で

補
填
し
て
い
る
状
況
で
す
。
還
元
と
し
て

予
約
購
買
奨
励
金
等
の
見
直
し
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

Q
月
寒
中
央
ビ
ル
を
売
却
す
る
理
由

を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。（
西
町
地
区
）

A
現
在
、
月
寒
中
央
ビ
ル
は
あ
る
一

定
の
収
益
が
出
て
い
ま
す
が
、
竣

工
か
ら
二
十
二
年
が
経
過
し
、
設
備
関
係

の
大
規
模
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と

な
ど
、
今
後
収
益
が
悪
化
す
る
見
込
み
で

あ
る
事
か
ら
売
却
す
る
方
針
と
い
た
し
ま

し
た
。Q

月
寒
中
央
ビ
ル
の
売
却
の
進
捗
等

に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

�

（
西
町
・
豊
平
地
区
）

A
現
在
ま
で
数
社
か
ら
引
き
合
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
希
望
価
格
に
満

た
な
い
こ
と
か
ら
売
却
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
の
不
動
産
市
況
に
よ
っ
て

は
、
少
し
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
想
定
し

想
定
し
て
い
ま
す
が
、
当
組
合
は
そ
の
基

準
に
到
達
し
て
お
り
、
事
業
を
分
離
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
E
P
A
関
連
】

Q
E
P
A
（
経
済
連
携
協
定
）
の
大

枠
合
意
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

T
P
P
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体

で
相
当
反
対
運
動
を
行
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
E
P
A
に
つ
い
て
は
今
後
ど
の
よ

う
な
対
応
を
と
っ
て
い
く
の
で
す
か
。�

�

（
厚
別
・
白
石
地
区
）

A
T
P
P
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の

離
脱
に
よ
り
現
実
的
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
抜
き
で
交
渉
を
す

る
話
も
あ
り
ま
す
が
、
各
国
の
思
惑
が
違

う
こ
と
か
ら
、
静
観
し
て
い
る
状
況
で
す
。

E
U
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
）
と
の
E
P
A
に

つ
い
て
は
、
E
U
は
乳
製
品
・
豚
肉
等
の

関
税
引
き
下
げ
、
日
本
は
自
動
車
の
関
税

引
き
下
げ
を
求
め
て
交
渉
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
T
P
P
で
合
意
し
た
ラ
イ
ン
を
下

回
ら
な
い
と
の
ス
タ
ン
ス
で
す
が
、
各
国

は
そ
れ
以
下
を
求
め
て
お
り
、
交
渉
は
難

航
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
P
P
に
次
ぐ

シ
ェ
ア
と
な
る
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経

済
連
携
（
R
C
E
P
）
を
中
国
が
主
導
し

て
お
り
、
日
本
と
の
主
導
権
争
い
が
激
化

し
て
い
る
状
況
で
す
。
当
然
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
も
中
央
要
請
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

Q
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
、
処

分
し
た
固
定
資
産
に
つ
い
て
教
え

て
欲
し
い
。�

（
西
町
地
区
）

A
篠
路
南
倉
庫
跡
地
を
七
千
万
円
で

売
却
し
て
お
り
、
六
千
二
百
万
円

程
の
売
却
益
が
出
て
い
ま
す
。

【
子
会
社
関
連
】

Q
札
幌
協
同
振
興
（
株
）
が
計
画
し

て
い
た
風
力
発
電
事
業
は
ど
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、
他
に
も
予

定
し
て
い
る
事
業
計
画
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
。�

（
白
石
地
区
）

A
開
発
業
者
の
ス
タ
ン
ス
、
お
よ
び

本
店
屋
上
に
設
置
し
て
い
た
試
作

機
の
結
果
等
か
ら
、
事
業
と
し
て
難
し
い

と
判
断
し
完
全
に
撤
退
し
ま
し
た
。
ま
た
、

別
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
現
段
階
で
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
農
協
改
革
関
連
】

Q
政
府
が
近
い
将
来
、
農
協
の
信
用

事
業
と
共
済
事
業
を
分
離
す
る
考

え
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
対

抗
策
は
あ
り
ま
す
か
。�

（
白
石
地
区
）

A
信
用
事
業
・
共
済
事
業
の
分
離
に

つ
い
て
の
動
向
は
不
透
明
で
す
。

今
後
、
信
用
事
業
を
継
続
す
る
為
に
は
信

金
レ
ベ
ル
の
体
制
整
備
が
必
要
に
な
る
と

◆
経
営
企
画
部
門

Q
当
組
合
の
情
報
誌
「
虹
の
し
ず
く
」

は
読
み
易
く
、
非
常
に
良
い
取
り

組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
に
何
部

配
布
し
て
い
る
の
で
す
か
。�

（
厚
別
地
区
）

A
「
虹
の
し
ず
く
」
は
Ｊ
Ａ
北
海
道

大
会
で
決
議
さ
れ
た
道
民

五
五
〇
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
に
対

す
る
当
組
合
の
取
り
組
み
と
し
て
、
准
組

▲中央地区
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合
員
向
け
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
既
に
、

三
回
発
行
し
て
お
り
、
一
回
の
発
行
部
数

は
三
万
五
千
部
で
あ
り
ま
す
。

Q
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
規
制
へ
向
け
て
当

組
合
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
準
備

を
し
て
い
ま
す
か
。�

（
豊
平
地
区
）

A
毎
年
、
自
己
資
本
比
率
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
お
り
、

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
完
全
導
入
後
に
お
い
て
も

基
準
を
上
回
る
自
己
資
本
比
率
を
確
保
出

来
る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
経
済
部
門

Q
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
が
、
農
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。�（
篠
路
地
区
）

A
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
高
齢
化

等
に
伴
い
、
全
国
的
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
借

り
手
と
貸
し
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
な
う

こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
当
組
合
も
そ
れ
に
則
し
た
対

応
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
販
売
取
扱
高
、
購
買
取
扱
高
の
平

成
二
十
九
年
度
計
画
は
平
成

二
十
八
年
度
の
実
績
値
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
何
故
そ
の
よ
う
な
計
画
な
の
で
す
か
。

�

（
厚
別
地
区
）

A
生
産
者
や
耕
作
面
積
が
減
少
し
て

き
て
い
る
事
か
ら
前
年
度
を
上
回

【
農
業
経
営
】

Q
農
業
経
営
事
業
の
廃
止
に
伴
い
、

そ
れ
に
代
わ
る
事
業
は
考
え
て
い

ま
す
か
。�

　
（
篠
路
地
区
）

A
代
わ
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
営
農
指
導
の
一
環
と
し
て
、

札
幌
黄
の
採
種
に
つ
い
て
は
札
幌
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

る
計
画
を
立
て
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
平
成
二
十
九
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
販
売
実
績
で
玉

葱
が
豊
作
で
あ
っ
た
事
、
蔬
菜
の
収
量
が

減
少
し
ま
し
た
が
価
格
が
良
か
っ
た
事
等

を
考
慮
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
購
買
取

扱
高
は
政
府
に
よ
る
生
産
者
の
所
得
を
増

や
す
指
導
に
よ
り
、
肥
料
価
格
が
値
下
が

り
し
て
い
る
事
を
考
慮
し
た
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

Q
当
地
区
の
生
産
物
を
ネ
ッ
ト
通
販
で

中
国
等
に
高
値
で
販
売
す
る
よ
う

な
こ
と
は
考
え
て
い
ま
す
か
。�

（
白
石
地
区
）

A
当
組
合
の
生
産
物
は
ホ
ク
レ
ン
グ

リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
ネ
ッ

ト
販
売
し
て
い
ま
す
。
外
国
等
に
大
量
に

販
売
す
る
場
合
、
物
量
の
確
保
が
難
し
い

事
か
ら
当
組
合
で
は
市
内
を
中
心
に
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
、
相
対
取
引
、
直
売
所
で
の
販

売
な
ど
で
生
産
者
の
収
入
を
確
保
す
る
事

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q
札
幌
黄
の
種
子
が
例
年
よ
り
入
荷

が
遅
れ
支
障
が
出
た
が
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

�

（
北
札
幌
地
区
）

A
本
店
と
経
済
セ
ン
タ
ー
の
連
携
不

足
が
原
因
で
、
申
込
が
遅
れ
た
た

め
に
支
障
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後

は
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
、
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Q
農
業
経
営
事
業
の
廃
止
に
伴
い
、

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
機
材
は
当

組
合
で
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
欲
し
い
。�

�

（
北
札
幌
地
区
）

A
使
用
出
来
る
も
の
と
出
来
な
い
も

の
に
仕
分
け
を
し
て
、
使
用
出
来

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
売
却
先
を
広
報
誌

等
で
公
募
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
金
融
部
門

Q
他
金
融
機
関
の
動
向
を
み
る
と
、

収
益
確
保
の
た
め
に
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
等
に
力
を
入
れ
て
い
る
反
面
、
貸
出
先

が
自
己
破
産
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
当
組
合
の
状
況
を
教
え
て
欲
し
い
。�

�

（
豊
平
地
区
）

A
当
組
合
で
は
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
に

起
因
す
る
貸
出
先
の
自
己
破
産
が

増
え
て
い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Q
貯
金
量
が
増
加
し
て
い
る
が
、
運

用
の
動
向
を
教
え
て
欲
し
い
。

�

（
豊
平
地
区
）

A
貸
出
金
の
他
に
北
海
道
信
連
へ
の

預
入
れ
に
よ
り
特
別
配
当
の
奨
励

等
も
あ
り
、
運
用
益
は
確
保
出
来
て
お
り

ま
す
。

▲南地区

※�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
質
問
や
、
過
去
同
様
の

ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
新
役
員
紹
介

　
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
末

ま
で
の
三
年
間
、
役
員
を
務
め
ま
す
理
事
・
監
事
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○再 藤
ふじ

田
た

　範
のり

彦
ひこ

厚別地区

代表理事組合長

○昇 砂
すな

川
がわ

　昌
まさ

勝
かつ

学識経験者（広域）

専務理事

○再 土
つち

田
だ

　孝
たか

夫
お

学識経験者（広域）

常務理事

常勤役員
代表理事副組合長

○新 軽
かる

部
べ

　幹
みき

夫
お

豊平地区

常務理事

○新 水
みず

嶋
しま

　仁
ひと

光
みつ

学識経験者（広域）

常勤監事

○新 森
もり

　寿
とし

幸
ゆき

員外（広域）

理　事

○再 髙
たか

見
み

　敏
とし

文
ふみ

篠路地区
○再 目

め

黒
ぐろ

　晴
はる

夫
お

中央地区
○再 大

おお

畑
はた

　裕
ゆう

介
すけ

北札幌地区
○再 菅

すが

原
わら

　正
まさ

行
ゆき

新琴似地区
○再 伊

い

藤
とう

　幸
こう

一
いち

琴似地区
○新 嶋

しま

　順
じゅん

一
いち

篠路地区

○再 浅
あさ

井
い

　義
よし

正
まさ

北札幌地区
○再 脇

わき

屋
や

　佳
よし

史
ふみ

南地区
○再 宮

みや

口
ぐち

　博
ひろ

幸
ゆき

白石地区
○再 松

まつ

下
した

　信
しん

一
いち

厚別地区
○再 奥

おく

内
うち

　尚
なお

史
し

平岸地区
○新 寺

てら

田
だ

　敏
とし

則
のり

豊平地区

※
○新 

は
新
任
の
役
員
、○再 

は
再
任
の
役
員
、

　
○昇 

は
昇
格
の
役
員
で
す
。

○再 齊
さい

藤
とう

　信
のぶ

明
あき

西町地区
○再 遠

えん

藤
どう

 多
た

壽
ず

子
こ

女性（広域）
○新 池

いけ

田
だ

　利
とし

碩
ひろ

手稲地区
○新 丹

に

羽
わ

　恵
けい

子
こ

女性（広域）
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第19回通常総代会　第1回地区別懇談会Q＆A　ＪＡさっぽろ新役員紹介特集

監　事

○再 髙
たか

田
だ

　裕
ゆう

一
いち

北札幌地区
○再 荒

あら

井
い

　和
かず

哉
や

南地区

　この度の役員改選により、去る
6月30日に開催されました第19回
通常総代会終了後の理事会におき
まして、代表理事副組合長に選任
され就任いたしました。もとより
微力菲才の身であり、その責任の
重大さを痛感しております。
　昨今の農業、ＪＡを取り巻く情勢
はますます不透明さを増し、特に政
府は改正農業協同組合法に基づく
制度の改革に沿った自主的な取り
組みを私たちＪＡに求めています。
　就任いたしました以上は、組合

員の皆さまをはじめ、関係各位のご指導をいただきなが
ら、当ＪＡの経営ビジョンであります「信頼されるＪＡ」
の実現に向け、役職員一丸となり農協運営に総力を傾注
してまいりたいと思います。

代表理事副組合長

軽部　幹夫

　この度、篠路地区組合員の皆さ
まよりご推挙戴き、理事に就任さ
せて頂きました。
　私は、同地区から平成23年7月
に監事に就任し、2期6年間に亘
りその任を全うするべく微力なが
ら精一杯務めて参りました。
　これからのＪＡさっぽろは、農協
改革論議以降、昨年の農協法改正
を受け、「自己改革」を如何に進め
られるかが大事です。今後、役職員
全員で課題意識をしっかり共有し、
より良い農協を築くためにも、私自

身理事としての職務を精一杯遂行する所存であります。
　今後共、組合員皆さまのご指導ご鞭撻を切にお願い
申し上げ、就任の挨拶といたします。

理事

嶋　順一

　この度、信用担当理事にご推挙
いただき就任いたしました。この
ような大役を仰せつかるには、誠
に微力ではございますが、組合員
並びに役職員の皆さまのご助言・
ご協力を仰ぎながら業務に邁進し
ていく決意でございます。
　農業、農協を取り巻く情勢は一
層厳しさを増しておりますが、組
合長をはじめ役職員一丸となって、
より組合員の皆さまのご期待に応
えられるＪＡを目指してまいりたい

と考えております。皆さま方の一層のご理解とご協力を
お願い申し上げ、就任のご挨拶とさせていただきます。

常務理事

水嶋　仁光

　この度の役員改選により、常勤
監事（員外監事）に就任いたしま
した。このような大役を仰せつか
り身の引き締まる思いでございま
す。
　ＪＡを取り巻く情勢は政府から
ＪＡ改革が求められているなど厳
しいものがございますが、組合員
並びに役職員の皆さま方のご指導
により、微力ではありますが一生
懸命職務を全うしたいと存じます
ので宜しくお願い申し上げます。

　皆さま方の益々のご健勝をご祈念申し上げ就任のご挨
拶といたします。

常勤監事

森　寿幸

○再 宮
みや

本
もと

 二
ふ

三
み

男
お

新琴似地区

代表監事

○新 須
す

合
ごう

　経
けい

一
いち

厚別地区
○新 細

ほそ

田
だ

　克
かつ

文
ふみ

白石地区
○新 髙

たか

山
やま

　正
しょう

三
ぞう

琴似地区

新任役員ご挨拶
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新任役員ご挨拶

　この度、監事という大役をお引
き受けすることとなりました。
色々な会合、研修を受ける中で、

「監事は理事よりも崇高でなけれ
ばならない」という言葉をお聞き
し、改めて責任の重さを感じ、続
けていけるかという心配もしてお
りました。しかし、先日の新理事・
監事の会合の際に「私もすべてが
初めてで」という方がいらっしゃ
り、少しほっとしています。
　まず最初の一年は、組合員、職
員、理事、監事の皆さんのご協力

を得ながら少しでも監事としてお役に立てるよう研鑽
してまいりたいと思います。どうぞご指導、ご鞭撻く
ださいますようお願い申し上げます。

監事

須合　経一

　この度、手稲地区の皆さまにご
推挙いただき、理事に就任する事
になりました池田でございます。
　今、農業や農協を取り巻く環境
は大変厳しい時期を迎えておりま
す。諸先輩方、組合員の皆さま、
職員の皆さまのご支援、ご協力を
なくして、この局面を乗り切るこ
とはできないものと考えておりま
す。
　3年間の任期となりますが、持
てる力を尽くしていきたいと思い
ますので、ご指導、ご鞭撻のほど、
よろしくお願い申し上げます。

理事

池田　利碩

　さて、現在地球社会は多くの問題
を抱えています。また、人類が生き
るのに不可欠な食料問題は、特に深
刻度が増しており、その意味からし
ても農業界からの主張がとても大切
とも考えております。
　私は、北区でレタス栽培をしてお
りますが、今後は市農協という大組
織の中で近未来の農業全般について
研鑽し、そして消費者への配慮を深
めた農業について、女性の立場から
探求していきたいものと思っており

ます。微力ながら誠意を持って務めていく所存であります
ので、皆さま方のご指導ご鞭撻のこと、伏してお願い申し
上げます。

理事

丹羽　恵子

　この度、琴似地区の役員推選委
員の方々のご推挙により監事に就
任する事になりました、髙山正三
でございます。
　私は、平成25年11月に発寒地区
の総代に就任し現在に至っており、
今般監事にとのお話をいただきま
した。なにぶん経験が浅く、知識
不足等もございますが、これから3
年間の任期中、自分自身の知識を
高め、役職員をはじめ、関係者皆
さまのご指導、ご鞭撻をいただき
ながら、ご迷惑をおかけしないよ

う重責を果たしていきたいと思います。よろしくお願い
申し上げます。監事就任にあたり、簡単ではありますが、
ご挨拶とさせていただきます。

監事

髙山　正三

　この度の役員改選にあたり、白
石地区からのご推挙によりまして
監事という大役をお受けし過般就
任いたしました。
　現在、農業を取り巻く情勢は国
内外種々の影響により先行きの読
めない状況が更に増しており、併
せて農協組織も大きく変革を求め
られている中であり、責任の重さを
痛感しているところでございます。
　これまで農協職員として長きに
渡り組織に育てていただきました
ことから、以後監事としての立場

で生かしてまいりたいと考えております。
　誠に微力ではございますが、直一層のご理解とご協力
をお願い申し上げ、就任のご挨拶とさせていただきます。

監事

細田　克文

　この度の役員改選にあたり、理
事という重責を拝受いたしました。
ご推挙いただきました地域の皆さ
まのご期待に沿えるよう、努力精
進してまいります。
　我々を取り巻く昨今の情勢は、
農政・農協改革など、大変厳しく
なっておりますが、「社

しゃしょく

稷」という
言葉が示すように、国家の根幹を
なす農業という土台に携わる私た
ち一人ひとりが様々な目線を持っ
て取り組んでいきたいと思います。

　甚だ若輩者ではありますが、ＪＡさっぽろのさらなる
発展に邁進してまいります。組合員皆さまのご指導ご鞭
撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

理事

寺田　敏則
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琴
似 地 区

嫌
だ
と
思
う
暇
も
な
く

　
西
区
小
別
沢
、
喧
騒
広
が
る
市
街
地
と
同
じ

札
幌
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
に
、
の
ど
か
な
風
景

が
広
が
る
。
こ
の
地
で
小
松
菜
を
中
心
に
葉
物

野
菜
を
多
く
作
付
け
す
る
の
が
漆
崎
農
園
だ
。

　
何
棟
も
の
ハ
ウ
ス
が
連
な
る
畑
の
向
え
に
は
、

そ
の
日
に
採
れ
た
ば
か
り
の
野
菜
が
数
多
く
揃

う
直
売
所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
中
に
入
る
と
、

さ
と
ら
ん
ど
へ
出
荷
す
る
予
定
の
野
菜
の
準
備

に
精
を
出
す
漆
崎
あ
い
子
さ
ん
が
出
迎
え
て
く

れ
た
。

　「
ハ
ウ
ス
は
二
十
五
棟
く
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
か

ね
。
小
松
菜
、
白
菜
、
大
根
菜
…
一
年
で
三
～
四

回
転
は
、
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
」

　
漆
崎
農
園
で
は
、
ご
主
人
の
智
さ
ん
と
あ
い

子
さ
ん
、
息
子
さ
ん
夫
婦
と
二
人
の
娘
さ
ん
を

加
え
た
六
人
で
農
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
作

物
の
ほ
と
ん
ど
が
ハ
ウ
ス
で
の
作
付
け
で
、
三

月
か
ら
始
ま
る
作
業
が
十
一
月
中
旬
ま
で
続
き
、

取
材
を
行
な
っ
た
六
月
下
旬
は
、
出
荷
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
い
た
。

　
今
年
は
六
月
の
多
雨
に
頭
を
悩
ま
せ
た
生
産

者
も
多
い
。
漆
崎
さ
ん
の
作
物
も
例
外
で
は
な

く
、
病
気
が
付
き
や
す
く
な
る
雨
は
あ
ま
り
い

ら
な
い
と
い
う
。

　「
今
年
は
天
気
が
不
安
定
で
し
ょ
う
。
ハ
ウ
ス

の
葉
も
の
は
、曇
り
の
日
の
方
が
ぐ
ん
と
育
つ
の
。

で
も
あ
ん
ま
り
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
も
い
け
な

い
か
ら
」

　
聞
け
ば
、
今
の
時
期
に
は
早
朝
四
時
頃
か
ら

夜
ま
で
働
く
日
が
、
休
み
な
く
続
く
。
も
う
長

ら
く
続
け
て
体
に
染
み
付
い
た
作
業
と
は
い
え
、

体
力
的
に
も
負
担
が
大
き
な
仕
事
だ
。

　「
毎
日
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い

た
ら
、
嫌
だ
と
思
う
暇
も
な
い
か
ら
ね
。
で
も
、

嫌
い
な
こ
と
だ
っ
た
ら
こ
こ
ま
で
は
続
け
ら
れ
な

い
と
思
い
ま
す
よ
」

知
る
人
ぞ
知
る
直
売
所

　「
四
時
に
起
き
た
ら
、
ま
ず
八
時
く
ら
い
ま
で

は
直
売
所
の
準
備
を
し
て
そ
れ
か
ら
本
職
の
作

業
と
い
う
感
じ
」

　
十
年
ほ
ど
前
に
始
め
た
と
い
う
直
売
所
は
、

四
月
末
か
ら
十
一
月
頃
ま
で
の
間
営
業
し
て
い

る
。
品
揃
え
が
豊
富
に
な
る
の
は
六
月
頃
だ
が
、

い
つ
オ
ー
プ
ン
す
る
の
か
と
い
う
春
先
の
問
い

合
わ
せ
に
応
え
る
形
で
毎
年
、
早
い
時
期
か
ら

の
オ
ー
プ
ン
に
な
る
。
来
店
客
の
ほ
と
ん
ど
が

リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
基
本
的
に
朝
並
べ
た
商
品
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
ほ
と
ん
ど
売
れ
て
し
ま
う
よ

う
だ
。

　「
売
れ
残
り
が
で
れ
ば
、
次
の
日
に
安
売
り
し

た
り
も
し
ま
す
け
ど
ね
。
だ
い
た
い
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
」

　
漆
崎
農
園
の
直
売
所
で
面
白
い
の
は
、
会
計

方
法
。
店
員
と
し
て
漆
崎
さ
ん
が
店
頭
に
張
り

付
く
の
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
普
段
は
基
本
的

に
無
人
。
や
っ
て
来
た
お
客
さ
ん
が
自
分
で
購

入
金
額
を
計
算
し
て
会
計
箱
に
お
金
を
入
れ
て

い
く
仕
組
み
だ
。

　「
た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た
人
な
ん
か
は
、
会
計

方
法
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
み
た
い
。
メ
モ

紙
に
買
っ
た
も
の
を
書
い
て
お
金
を
置
い
て
い
っ

て
く
れ
た
り
し
て
。
信
用
、
信
頼
し
合
う
直
売

所
だ
ね
」

　
直
売
所
に
並
ぶ
商
品
を
見
渡
す
と
、
小
松
菜

や
ほ
う
れ
ん
草
と
い
っ
た
馴
染
み
の
野
菜
の
他

に
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
見
か
け
な
い
よ

う
な
珍
し
い
野
菜
が
多
い
。

　
茎
や
葉
脈
が
カ
ラ
フ
ル
な
ス
イ
ス
チ
ャ
ー
ド

（
不
断
草
）、
プ
チ
プ
チ
し
た
食
感
で
ほ
ん
の
り

塩
味
を
感
じ
る
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
、
黒
キ
ャ
ベ
ツ

嫌いなことは
ここまで続けられない─
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▲�直売所で出荷の準備。訪れるお
客さんと会話を楽しみながらも
手元に向ける眼差しは真剣。

�普段聞きなれない名前の
野菜でも、手頃な値段だ
と試してみたくなる。▶

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
取
材
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
漆
崎
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
七
・
六
・
二
十
九
　
取
材
）

と
も
い
わ
れ
る
カ
ー
ボ
ロ
ネ
ロ
、
な
ど
な
ど
…
そ

の
年
に
作
る
野
菜
は
、
漆
崎
さ
ん
が
カ
タ
ロ
グ

を
見
な
が
ら
、
面
白
そ
う
だ
と
思
う
野
菜
を
作

付
け
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　「
お
客
さ
ん
に
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
よ
。
で
も
種
類
を
増
や
し
す
ぎ
る
と
大

変
だ
か
ら
ね
。
ど
こ
に
何
を
植
え
た
か
わ
か
ら

な
く
な
っ
ち
ゃ
う
（
笑
）」

　
珍
し
い
野
菜
に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
食
べ

方
を
記
し
た
ポ
ッ
プ
が
付
け
ら
れ
、
初
め
て
で

も
気
軽
に
手
に
取
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
日
は
、
直
売
所
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん

が
漆
崎
さ
ん
を
見
つ
け
て
、
並
ん
で
い
る
野
菜

の
食
べ
方
を
訪
ね
る
様
子
が
頻
繁
に
見
ら
れ
た
。

　「
お
客
さ
ん
に
は
よ
く
食
べ
方
を
聞
か
れ
る
か

ら
、
私
も
一
回
食
べ
て
み
な
い
と
ね
。
娘
が
色
々

料
理
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」

お
客
さ
ん
の
「
声
」
が
や
り
が
い

　
珍
し
い
野
菜
を
作
っ
て
は
、
必
ず
自
分
も
食

べ
て
み
る
漆
崎
さ
ん
だ
が
、
中
に
は
口
に
合
わ

な
い
野
菜
も
。

　「
パ
ク
チ
ー
だ
け
は
、
ど
う
も
苦
手
だ
っ
た
ね
。

で
も
最
近
人
気
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
？
こ
の
前

も
パ
ク
チ
ー
を
買
っ
て
い
っ
た
人
が
、
二
日
後
く

ら
い
に
ま
た
買
い
に
き
た
り
し
て
。
好
き
な
人
は

好
き
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
も
の
」

　
直
売
所
に
来
る
お
客
さ
ん
の
声
は
、
漆
崎
さ

ん
の
励
み
に
な
り
、
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
る
。

「
こ
の
前
、買
っ
て
い
っ
た
野
菜
が
お
い
し
か
っ
た
」

「
い
つ
も
ご
ち
そ
う
さ
ま
」「
ま
た
買
い
に
来
る
か

ら
ね
」。
直
接
言
葉
を
交
わ
す
機
会
も
あ
れ
ば
、

直
売
所
に
置
か
れ
た
メ
モ
書
き
で
そ
の
声
を
聞

く
こ
と
も
。

　「
や
っ
ぱ
り
食
べ
て
も
ら
っ
て
美
味
し
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
の
が
一
番
嬉
し
い
。
一
日
お
き
に
来

て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
た
り
、
喜
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
が
、
一
番
の
や
り
が
い
か
な
ぁ
」

　
取
材
中
、
た
ま
た
ま
買
い
物
に
訪
れ
た
女
性

客
に
こ
の
直
売
所
の
魅
力
を
聞
い
た
。

　「
何
よ
り
も
新
鮮
！
一
週
間
に
一
度
は
足
を
運

ん
で
い
ま
す
。
葉
物
は
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い

し
、
去
年
は
黒
サ
ン
ゴ
っ
て
い
う
キ
ュ
ウ
リ
が
す

ご
く
美
味
し
か
っ
た
。
今
年
も
楽
し
み
で
す
」

　
お
客
さ
ん
の
嬉
し
い
言
葉
に
漆
崎
さ
ん
の
表

情
は
一
段
と
和
ら
い
だ
。

気
晴
ら
し
も
し
な
が
ら

　
漆
崎
さ
ん
が
最
近
欠
か
さ
ず
に
飲
ん
で
い
る

と
い
う
の
が
“
ビ
ー
ツ
の
ス
ム
ー
ジ
ー
”。
ビ
ー

ツ
は
日
本
で
は
ま
だ
、
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い

野
菜
だ
が
、“
飲
む
輸
血
”
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
栄

養
価
の
高
い
健
康
野
菜
だ
。
ビ
ー
ツ
は
も
ち
ろ

ん
漆
崎
さ
ん
の
畑
で
採
れ
た
も
の
。
新
鮮
な
生

の
ビ
ー
ツ
に
リ
ン
ゴ
や
小
松
菜
な
ど
の
果
物
や

野
菜
を
加
え
て
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。

　「
こ
れ
も
娘
が
作
っ
て
く
れ
て
飲
み
始
め
た

の
。
毎
朝
起
き
掛
け
に
一
杯
飲
ん
で
か
ら
仕
事

を
始
め
る
の
が
日
課
で
す
よ
」

　
自
宅
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
で
元
気
を
つ
け
、

忙
し
く
働
く
日
々
。
そ
ん
な
中
で
も
、楽
し
み
に

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。「
言
う
ほ
ど
の

こ
と
じ
ゃ
な
い
」
と
気
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な
が

ら
も
、
最
後
に
趣
味
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。

　「
民
謡
は
も
う
三
十
年
く
ら
い
続
け
て
い
る

の
。
年
数
だ
け
増
え
て
全
然
上
手
に
な
ら
な
い

け
れ
ど
（
笑
）
仲
間
が
増
え
る
し
、
農
家
以
外

の
人
も
多
い
か
ら
、
色
ん
な
話
題
が
出
て
楽
し

い
ん
で
す
よ
。
と
て
も
良
い
気
晴
ら
し
に
な
っ
て

い
ま
す
」

▲�看板が目印の漆崎農園の直売所。無人なことがほとんどなの
で、訪れるときには小銭が必須。
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r t e アラカルト

　今年も手稲山口のブランドカボチャ「大浜みやこ」の出荷が始まりました。例年
にはないほどの記録的な6月の雨や、その後の強い日照による実の日焼けなどで出
来が心配されていましたが、ホクホクの甘くて美味しいカボチャに仕上がりました。

　果実部会では、7月 13日（木）に各生産者の圃場
検見を実施、翌日から順次収穫作業を開始し、18日
（火）には、大浜みやこの検査員を務める池田理事も立
会いのもと、規格確認である目揃会を行ないました。
　そして、20日（木）には昨年よりも一週間ほど早く、
札幌市中央卸売市場で初セリが行なわれ、約100ケー
ス（1ケース10kg）が出荷されました。1箱秀品5
玉入り50,000円の最高値が付き、報道関係者も集ま
るなど、多くの人の注目を集めていました。

　現在、大浜みやこは、同地区の 11戸で生産
されており、作付面積は1,050アールほど。育
苗から圃場検見、目揃会、糖度検査圃場の中間
状況確認まで、全生産者で行なっています。水
はけの良い砂地と昼夜の寒暖差を活かした栽培
で、糖度が高く粉質に優れているのが特徴です。
また収穫は、完熟段階で行なわれています。
　今年は、9月中旬頃までに13,000ケース程
度の出荷を見込んでいます。

手稲山口のブランドカボチャ

ホックホクの「大浜みやこ」できました！

▲ご祝儀価格がついた逸品。セリの前の試食で、味は保証済み！

▲果実部会のみなさ
ん。全生産者が参加

して、圃場検見、目
揃会を行ないました

。

▲大量のカボチャを並べて、全員で規格を確認します。 ▲圃場検見後、それ
ぞれのサンプルを見

比べて収穫日

を決定。
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組 合 員 の   活 動 を ご 紹 介 し ま すlaa ac

　そ菜部会（新井伸二部会長）では、6月20日（火）、部会員42名が参
加し管外視察研修会を開催しました。
　今回訪れたのは、苫小牧市にある株式会社Jファーム。スマートアグリ
システムという、オランダ型高度栽培制御システムを利用した植物工場です。
日射・風向きなどの天候や温室内の温度・湿度など、数多くのデータを取り
込み制御することで、植物の生育に最適な条件を作り出す最先端の技術を
使い、ベビーリーフとトマトを通年で出荷しています。説明を受けながら、
広大な敷地を周り、最新設備が整った施設を見学しました。
　視察後には、千歳鶴　酒ミュージアムに立ち寄り試飲を楽しんだ他、サッ
ポロビール園での懇親会で会員相互の親睦を図りました。

　7月1日（土）には、札幌市中央卸売市場の視察を行ないま
した。毎年この時期に開催しているもので、部会員・職員を合
わせて30名が参加しました。
　丸果札幌青果売場では、午前6時半から各品目のセリが開始
され、出荷生産者が販売状況などを確認。また、市場担当者か
ら当日の入荷状況などの説明を受け、意見交換を行なうなど有
意義な時間となりました。� （川越特派員）

そ菜部会 最先端の農業技術を視察

毎年恒例、生産者による市場視察実施

　そ菜部会清田支部（三上芳弘支部長）では、部会員12名
が参加しＪＡきたひやま　ほうれん草部会の部会長である長
井克宜氏圃場の視察を行なう道内視察研修会を開催しました。
　当地区同様にほうれん草の産地であるＪＡきたひやま管内。
豊かな自然に配慮したクリーン栽培を実践しているというこ
とで、栽培技術等の説明に参加者は熱心に耳を傾けていまし
た。
　研修会当日は天候にも恵まれ、とても有意義な道内視察研
修会でした。� （曽我特派員）

7月4日（火）
そ菜部会清田支部

ほうれん草の産地、ＪＡきたひやまを視察

▶ＪＡきたひやま　ほう
れん草部会の長井部会
長（右）に案内してい
ただきました。
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r t e アラカルト

　資産管理部会手稲支部（髙田信利支部長）・青色申告会手
稲支部（三国惇支部長）では、会員39名が参加し合同日帰
り研修を開催しました。
　今回の視察先は、手稲区の隣街、小樽市。小樽港湾内クルー
ジングでのカモメの餌付けに始まり、にしん御殿でニシンお
重の昼食、買物に小樽運河散策、田中酒造亀甲蔵での工場見
学と試飲を楽しみ、ほろ酔い気分で最後は新南樽市場へ向か
いました。天候にも恵まれ小樽を思う存分満喫し、会員相互
の親睦を深めることが出来た研修会でした。�（澤田特派員）

6月16日（金）
資産管理部会手稲支部
青色申告会手稲支部

隣町、小樽の魅力再発見

クルージングではカモメに大接近！

　女性部豊平支部（中向道子支部長）では、部員11名が参加し積丹方
面に日帰り研修を実施しました。当日は天候にも恵まれ、食堂うしおに
て海鮮丼を堪能した他、水中展望船ニューしゃこたん号に乗り海上散歩
を楽しみました。積丹の海の絶景ポイントをめぐり、その美しさに感動
しました。余市の人気店、柿崎商店海鮮工房や小樽市内で買い物を楽しみ、
お土産いっぱい買い、大満足で帰路に着きました。� （池田特派員）

初夏の積丹、見て・食べて・買って満足

6月20日（火）
女性部豊平支部

　女性部新琴似支部（菅原利恵支部長）では、部員 11名が参加し伊達・洞爺
湖方面に日帰り研修を実施しました。
　洞爺湖では、遊覧船「エスポアール」に乗船しました。この遊覧船は、ラ
ンチクルーズを楽しむことができ、噴火湾特製ホタテとイクラ弁当を食べな
がら洞爺湖の雄大な自然風景を眺めました。午後には、伊達市の黎明観「藍
工房」を訪れ、伊達産藍が原料の藍染体験を行ないました。工房の指導員に
教わりながら気軽に藍染ができるとあって、参加者の皆さんからも、とても好評でした。
　途中、時間がなくなってしまい、予定していた旧大滝村のきのこ王国へ寄るのを断念するというアクシデントもありまし
たが、猛暑の中、一人も体調を崩すことなく無事に終えることができ、充実した一日になりました。� （斉藤特派員）

7月13日（木）
女性部新琴似支部

優雅にランチクルーズ、

藍染体験で文化学ぶ

◀こんなに近くにカモメが！！

▼お城のように見えるのが、遊覧船エスポアール。
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組 合 員 の   活 動 を ご 紹 介 し ま すlaa ac

〈大会成績〉

団体の部

優　勝 新琴似地区 スコア 773

準優勝 手稲地区 スコア 777

第3位 北札幌地区 スコア 788

個人の部

（男性）

優　勝 森田 芳文（北札幌）スコア 103

準優勝 福田 廣一（手稲） スコア 105

第3位 坂田 力男（新琴似）スコア 106

個人の部

（女性）

優　勝 千葉 芳子（手稲） スコア 106

準優勝 中山 米子（手稲） スコア 112

第3位 道下 玲子（厚別） スコア 114

ホールインワン賞

（4名）

安達 隆志（新琴似）

加藤 忠司（白石）

道下 玲子（厚別）

山坂 隆二（北札幌）

　（敬称略）

第 16回ＪＡさっぽろ親睦パークゴルフ大会

新琴似地区が 5連覇を達成！
　7月12日（水）、第16回ＪＡさっぽろ
親睦パークゴルフ大会を開催しました。
　今年は、えべつ角山パークランドを
会場に、組合員132名（男性 92名、女
性 40名）の方にご参加いただきました。
当日は天候が心配されたものの、大会終
了まで雨に当たることもなく、参加者の
皆さんは日頃の練習の成果を発揮すべ
く、ラウンドに臨んでいました。

　団体優勝には、新琴似地区が輝き、5年連続という快
挙を達成しました。個人の部では、例年どおりハイレベ
ルな戦いが繰り広げられ、男性の部では、2年連続、北
札幌地区の森田芳文さんが、女性の部では、手稲地区の
千葉芳子さんが優勝を飾りました。また、ホールインワ
ン賞は4名の方が達成しました。
　競技終了後の表彰式では、団体・個人の上位入賞、飛賞、
ホールインワン賞の表彰が行なわれ、入賞者が読み上げ
られる度に会場は温かい拍手と歓声に包まれました。

▲みごと 5 連覇を達成した新琴似地区の皆さん。

▲個人の部優勝の森田さん（右）と千葉さん（左）。
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エルLカレッジ

ＪＡさっぽろ女性大学

～ Lady（女性）が　Link（つながり）を持って　Life（生活）について　Liberty（自由）に　Learn（学ぶ）ところ～

第4期　第2回講座

「認知症サポーター　
　　　　養成講座」

今回の「得
え

るカレッジ」
～ＪＡさっぽろが行なう食農体験学習～　
　ＪＡさっぽろが行なう、1統括支店1協同活動を中心とし
た子ども達へのさまざまな食農体験学習を紹介。ＪＡが農畜
産物の生産者を応援すると同時に、農業や食の大切さを地域
の人に広める取り組みを行なっていることを解説しました。

　6月20日（火）、Lカレッジ第2回講座では、
認知症について学び、理解を深める「認知症サポー
ター養成講座」を行ないました。札幌市西区第1地
域包括支援センターから社会福祉士の菅原有里さ
んと山中繭美さんを講師に招き、認知症の症状や認
知症の方との接し方などについて解説いただきまし
た。講座終了後には、認知症サポーターの証として
受講生にオレンジリングが手渡されました。

　7月22日（土）、平成26年にLカレッジが開講して以来初めて、
第1期生からの卒業生も参加可能な、受講生交流企画「さくらん
ぼ狩り」を南区の田中果樹園を会場に行ないました。
　すでにLカレッジを卒業されたOBの方から、現役受講生まで
広く募集を行ない、家族や友達を誘っての参加もOK！ということ
で、総勢43名の方にご参加いただきました。
　当日は、たわわに実った真っ赤なさくらんぼをたくさん食べて大
満足！豪華景品をかけて、100gのさくらんぼの量を当てるクイ
ズ大会も行なわれ、参加者は親睦を深めながら楽しんでいました。

　厚生労働省の推計では、認知症患者は2025年には700万人を超え、
65歳以上の高齢者のうち、約5人に1人が認知症に罹患するとされており、
超高齢社会につき進む日本にとって最重要課題の一つになっています。
　菅原先生は、「特別なことではなく、偏見を持たず、認知症の人や家族を
温かい目で見守ることが認知症サポーターとしてのスタートです」と呼びか
けていました。また、オレンジリングを受け取った受講生の一人は「講座を
受ける前と後では認知症への認識が変わった。介護の仕事をしているが、忙
しいことを理由に話しを聞くこともあまりしていなかった。年をとっても話
を聞いてあげることが大切だと思った」と話し、認知症への理解を深めてい
ました。

▲�オレンジリングを付け
て。「認知症サポー
ターです！」

▶�講師を務めていただ
いた、菅原先生（左）
と山中先生（右）。

▲�受講生同士がさらに親睦を深めるため、クイズ
大会とお弁当を囲んだ昼食会を行ないました。

▶�子ども達も一緒に楽しみました。

～ Lady（女性）が　Link（つながり）を持って　Life（生活）について　Liberty（自由）に　Learn（学ぶ）ところ～

L カレッジ交流企画「さくらんぼ狩り」を実施しました！
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▲▲

次世代の意見を取り入れた賃貸住宅

資産活用のはじまり
　この辺は、ＪＲ篠路駅のほど近くにあり利便性も良い自然に恵まれた地域です。もとも
とは玉葱畑などの農業地域でしたが、1970 年代後半から宅地化が急速に進み駅周辺はほ
ぼ住宅地となりました。人口の増加により貸家の需要も高まり、10 数棟の貸家を建てた
のが資産活用のはじまりです。当時は、建物の基礎はほとんど自分で作っていたので大変
苦労した思い出があります。

今回の事業に至った経緯
　その貸家も築後 40 年が経過し老朽化も激しく維持・管理が難しくなってきたので、建
替について家族やＪＡに相談しました。幸いにも貸家に長年入居されていた方々からご理
解いただき、円満に退去してもらえたので、今回の事業をスムーズに行なうことが出来ま
した。

施設のこだわり
　子供や孫への将来の資産承継を見据えて、次世代に残せる建物を建設したいと考えていました。今回の事
業では、いずれ受け継いでいく子供や孫たちも業者との打合せに参加し、間取りや、内装、設備などより良
い住まいにするため、熱心に話し合いを重ねました。
　雪の多い地区であることから、入居者の雪下ろしの負担を軽減するため駐車場 1台分にカーポートを設置
するなど、この地に育った家族みんなの経験と想いを込めた建物が完成したと思います。

アパート名「パテル」に込めた想い
　アパート名の「パテル」は、「新しい故郷（造語）」と言う意味で、孫が一生懸命考えたものです。家族の
想いをしっかりと詰め込み命名してくれたので大変嬉しく満足しています。
　10 戸の新規募集という事もあり、入居者が決まるまでは心配もありましたが、建物引渡しの時には全ての
入居者が決まっていたのでとても安心しました。入居者からも「住み心地の良さに満足しています」との喜
びの声を聞き、家族みんなで創意工夫を凝らしながらこの事業に取組んでよかったと思っています。

お忙しい中、取材にご協力いただきました沼田さん、誠にありがとうございました。

ＪＡさっぽろでは、資産管理事業を通じて組合員皆さまのお役に立てるよう、様々な提案・相談・サポー
トを行なっております。資産形成に関するご相談は、不動産プラザ店までお気軽にご連絡ください。

施主　沼田　初太郎さん（篠路支店組合員）

▲�今回お話を伺っ
た沼田さん。

〈施設の概要〉メゾネットタイプ

敷地面積：1250.96㎡

延床面積：881.96㎡

構造規模・木造2階建
	 （1棟3戸および1棟2戸
		  合計　4棟10戸）
間　　取：全共通　3LDK

設　　備・プロパンガス（エコジョーズ）、
	 堆雪スペース
	 駐車場2台（内1台カーポート）他
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Ｊ Ａ か ら の お 知 ら せ

伝

言

板

◀
藤
田
組
合
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け

取
る
藤
野
職
員
。

　平成28年度にＪＡバンク中央アカ
デミーが実施した「信用事業業務検定
試験」において優秀な成績を収めたとし
て、本店営業部の藤野友

ゆ

日
か

職員がＪＡ北
海道信連より表彰を受けました。
　藤野職員が受験したのは、信用事業基
礎の部で、信用事業に携わる職員に必要
な基礎知識などが問われます。2,000
名ほどの受験者の中で、藤野職員は全道
1位、全国では4位という輝かしい成績
を収め、優秀賞としてＪＡ北海道信連か
ら表彰状と記念品が贈呈されました。

　「第2回ＪＡバンク北海道窓口セー
ルスコンクール」が、5月13日（土）プ
レミアホテルTSUBAKI札幌にて開催
され、北札幌支店の甲山美由紀職員
が全道優勝に輝きました。
　「ＪＡバンク窓口セールスコンクール」は、窓口職員の情報収集
力や提案力のスキルアップを目的として接客技術を競う大会で、
全道各地区の予選を勝ち抜いた窓口職員16名が全道大会へと駒
を進めました。
　甲山職員は「年金指定替部門」に出場し、審査員・各出場者の応
援者など約200名あまりが見つめる中、終始落ち着いた対応と自
然な笑顔で出番を終えました。日頃からの窓口対応と努力の成
果を存分に発揮した結果、みごと頂点に立ち優勝という栄光を手
にしました。甲山職員には、ＪＡ北海道信連よりトロフィーが贈ら
れ、応援に駆けつけた同支店の職員とともに喜びを分かち合って
いました。

　ＪＡさっぽろ青年部（平賀 農 部長）では、今年も農業PR事業
として、下記2つのイベントで、農産物の直売を行ないます。
　丹精込めた自慢のラインナップで地産地消と札幌の農業を大
いにPRいたします。皆さまのお越しをお待ちしております。

ＪＡバンク北海道窓口セールスコンクール
北札幌支店　甲山職員が優勝！

ＪＡさっぽろ青年部　農産物即売会　2017

「北のめぐみ愛食フェア」
開催日時：10月10日（火）・11日（水）
	 午前10時～
場　　所：道庁赤れんが前広場

さとらんど「たまねぎフェスタ」
開催日時：9月23日（土・祝）・24日（日）
	 午前9時～　※売切れ次第終了
場　　所：サッポロさとらんど　交流館
	 （札幌市東区丘珠町519番地1）
	 ※第6駐車場をご利用下さい。

営業部　
藤野職員
信用事業業務検定試験
成績優秀者で表彰

24 ● JA SAPPORO NIJI—NO TAIJYU 2017—08



Ｊ Ａ か ら の お 知 ら せ

任
期
満
了
に
伴
い
、
監
事
会
に
お
い
て
代
表

監
事
お
よ
び
常
勤
監
事
の
互
選
を
行
な
っ
た
結

果
、
代
表
監
事
に
宮
本
二
三
男
氏
、
常
勤
監

事
に
森
寿
幸
氏
が
決
定
し
た
こ
と
を
報
告
。

●
協
議
事
項

一
、組
合
長
、
副
組
合
長
、
専
務
、
常
務

の
決
定
に
つ
い
て

第
十
九
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
（
新
）

理
事
者
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
執
行
部

協
議
等
に
よ
り
、
組
合
長
に
藤
田
範
彦
氏

（
第
七
選
任
区
、
厚
別
地
区
）、
副
組
合
長
に

軽
部
幹
夫
氏
（
第
九
選
任
区
、
豊
平
地
区
）、

専
務
に
は
砂
川
昌
勝
氏
（
学
識
経
験
者
）、

常
務
に
は
土
田
孝
夫
氏
（
学
識
経
験
者
）
お

よ
び
水
嶋
仁
光
氏
（
学
識
経
験
者
）
の
三
名

の
学
識
経
験
者
で
専
務
理
事
・
常
務
理
事
を

執
行
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
可
決
決
定
。

二
、	代
表
理
事
の
決
定
に
つ
い
て

代
表
理
事
は
、
組
織
代
表
者
で
あ
る
藤
田

範
彦
氏
と
軽
部
幹
夫
氏
の
二
名
と
し
た
い
旨

が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

三
、専
務
理
事
お
よ
び
常
務
理
事
の
担
当

決
定
に
つ
い
て

専
務
理
事
は
砂
川
理
事
が
担
当
し
、
所
轄

部
署
は
内
部
監
査
室
、経
営
企
画
室
、総
務
部
、

人
事
部
、
と
す
る
。
ま
た
、
常
務
理
事
二
名

に
つ
い
て
は
、
土
田
理
事
と
水
嶋
理
事
が
担

当
し
、
所
轄
部
署
は
金
融
部
、
融
資
審
査
部
、

共
済
部
、
本
店
営
業
部
を
水
嶋
常
務
理
事
が

担
当
、
相
談
部
、
経
済
部
を
土
田
常
務
理
事

が
担
当
す
る
旨
が
提
案
さ
れ
、
可
決
決
定
。

四
、組
合
長
職
務
代
理
順
位
並
び
に
理
事

会
招
集
代
理
者
順
位
に
つ
い
て

定
款
三
十
五
条
第
四
～
六
項
の
規
定
に
よ

る
組
合
長
職
務
代
理
順
位
、
お
よ
び
定
款
第

五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
理
事
会
招

集
順
位
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

五
、常
勤
理
事
に
か
か
る
事
務
引
継
の
立

会
人
の
指
名
に
つ
い
て

吉
田
前
副
組
合
長
、
一
條
前
専
務
理
事
の

退
任
、
砂
川
理
事
の
職
務
内
容
変
更
に
伴
う

事
務
引
継
の
立
会
人
と
し
て
、
土
田
常
務
理

事
を
指
名
し
た
い
旨
が
提
案
さ
れ
、
可
決
決

定
。

（
閉
会
・
午
後
五
時
二
十
二
分
）

算
係

◆
第
三
回
定
例
理
事
会

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日
（
水
）

午
後
一
時
よ
り
本
店
役
員
会
議
室
に
お
い

て
第
三
回
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

一
、平
成
二
十
八
年
度
決
算
監
事
監
査
回
答

書
（
案
）
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
定
期
（
決
算
）
監
査
で

指
摘
さ
れ
た
、
改
善
を
要
す
る
事
項
に
対
す

る
回
答
内
容
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

二
、地
区
運
営
協
力
委
員
等
の
地
区
定
数

変
更
に
つ
い
て

西
町
地
区
一
名
の
地
区
委
員
が
地
区
の
構

成
変
更
に
伴
い
増
員
さ
れ
る
事
の
内
容
が
説

明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

一
、	地
区
別
懇
談
会
で
の
質
問・意
見
等
の
報
告

二
、	不
良
債
権
経
過
報
告

三
、	五
月
末
財
務
状
況
報
告

四
、五
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
お

よ
び
未
済
持
分
譲
渡
報
告

五
、六
月
の
動
静
と
七
月
の
予
定
に
つ
い
て

（
閉
会
・
午
後
一
時
五
十
五
分
）

◆
第
二
回
臨
時
理
事
会

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
（
金
）
午
後

五
時
よ
り
共
済
ビ
ル
八
階
会
議
室
に
お
い
て

第
二
回
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
監
事
会
報
告
事
項

一
、代
表
監
事
お
よ
び
常
勤
監
事
の
決
定

に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

支店名 氏　名 享年 月　日

菊水元町 伊藤　正和さん 71 才 6/19

白石 桑原　広吉さん 95 才 6/24

清田 紙 　 澄 さん 93 才 6/18

篠路 中村　松蔵さん 91 才 7/7

新琴似 小野　イサさん 82 才 7/11

丘珠 五十嵐　タマ子さん 89 才 6/16

　下記の正組合員の方々が逝去されました。謹んでご冥福
をお祈りいたします。� （6月16日～7月15日）

おくやみJAさっぽろDATA
（平成 29年 6月末業務実績） （平成 29年 5月末業務実績）

組合員数

正組合員� 3,847 名 正組合員� 3,851 名

准組合員� 30,259 名 准組合員� 30,093 名

合　　計� 34,106 名 合　　計� 33,944 名

出資金残高 51 億 6 千 6 百万円　 51 億 3 千 4 百万円

販売取扱高 4 億 3 千 3 百万円 2 億 7 千 3 百万円

購買供給高 3 億 9 千 7 百万円 2 億 7 千万円

貯金残高 3,057 億 4 千 8 百万円 3,015 億 4 千 3 百万円

融資残高 890 億 1 千 9 百万円 889 億 6 千 8 百万円

共済保有高 6,060 億 1 千 8 百万円 6,067 億 6 千 1 百万円

施設建設取扱高 4 千 3 百万円 4 千 3 百万円

管理受託戸数 4,109 戸 4,107 戸

※出資金残高については、処分未済持分を控除した額です。
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伝 言 板

　札幌市とＪＡさっぽろなどが連携して行なう「さっぽろ
学校給食フードリサイクル」の一環として、フードリサイ
クル堆肥を使用して栽培した札幌産レタスの学校給食へ
の提供が始まりました。
　平成18年度から続くこの取り組みは、学校給食を作
る過程で発生する調理くずや残食などの生ゴミを堆肥化
し、その堆肥を利用して栽培した作物を学校給食の食材
に用いて子ども達が食するという、食物を循環させる仕
組みです。単に学校給食の調理くずや残食のリサイクル
だけではなく、食や環境を考え、食べ物を大切にする子ど
もを育てることを目指しています。

　提供されるレタスは主に篠路地区で栽培されたもので、お
よそ5,400kgの使用を予定しており、7月と9月に期間を分
け、市内全ての公立の小中学校の給食で順次使用されます。
　提供初日となった7月3日（月）、豊平区の旭小学校では、「レ
タス入り焼豚チャーハン」が提供され、児童は美味しそうに
給食をほおばっていました。4年生の児童は「給食を残して
もリサイクルできるけど、残したら農家の人や給食を作った
人が悲しむと思うから、残さず食べる」と話していました。
　フードリサイクル堆肥を使用し栽培した野菜の提供は、8
月から9月にかけてトウモロコシ、11月にはタマネギ（さつ
おう）も予定しています。

▲4年生の教室では、栄養教諭からフードリサイクルの
仕組みや食べ物の大切さを学びました。

　6月20日、前代表理事副組合長で豊平地区組合員の吉田照一さん
に全国農業協同組合中央会より農協功績者感謝状が贈られました。
　全国農業協同組合中央会農協功績者感謝状は、常勤役員としての
要職にあり系統組合運動の実践を通じ、地域の農業・組合経営の安定
確立のため顕著な功績のあった方々に対して、ＪＡ北海道中央会会
長が推薦し、全国農業協同組合中央会会長より授与されるものです。
　同日行なわれたＪＡ北海道中央会の第88回臨時総会内で表彰式
が行なわれ、全道から集まった大勢の農業者や関係者が見守る中、吉
田さんへ感謝状が授与されました。

▲表彰式で壇上に上がり感謝状を授与された吉田さん。今
回、全道で3名のみが受賞となりました。

吉田照一さんに
全国農業協同組合中央会から感謝状

フードリサイクル堆肥を使用
札幌産レタス、学校給食に提供
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Ｊ Ａ か ら の お 知 ら せ

　当ＪＡでは雪印種苗株式会社と連携し、市内小学校で札幌伝統野菜の一つ
「サッポロミドリ（エダマメ）」を児童が育てる出前授業を行なっています。食
育推進を目的に昨年から始めたもので、清田区の平岡公園小学校、厚別区のも
みじの丘小学校、南区の中ノ沢小学校の3校に経済センターの職員も出向き、
児童が種植えから収穫までを行ないます。
　6月19日（月）の平岡公園小学校では、児童がサッポロミドリの歴史や特徴・
種から芽が出る条件などを学んだ後、全員で校内の畑に種植えを行ないました。一人10粒の種が配られ、児童は
畑に穴を開けて種を落とすと、やさしく土をかぶせていました。体験した児童は、「エダマメが好きだから収穫が
楽しみ。自分の植えた場所を覚えておく」と笑顔で話していました。

　ブランドほうれん草「ポーラスター」を使用した、洋菓
子店ペイストリースナッフルスさっぽろ清田店の「ほう
れん草のキッシュ」（※詳しくは「虹の大樹」7月号をご
覧ください。）が大好評につき、8月31日（木）まで販売
期間を延長しました。
　ポーラスターの旨味を存分に感じられる逸品で、店
内のカフェスペースはもちろん、テイクアウトも可能で
す。お近くにお越しの際は是非お立ち寄りください。

　雪印種苗㈱の社員で講師を務めた原子恵
一さんは「夏休み明けには、収穫できるよう
になります。みんなには、成長の様子を観察
してもらいたい。芽が出た日と小さな花が
咲いた日を後で教えてください」と呼びかけ
ていました。
　8月の終わり頃からは、それぞれの小学校
で収穫体験も実施されます。
　サッポロミドリは、雪印種苗㈱が開発を進
め、1974年に種苗名称登録された、白毛の
早生種。甘味があり、粒が大きくびっしりと
なる見映えの良さが特徴で、現在は、清田区
と南区の10戸ほどの農家で生産されてい
ます。今年は1.5トン程度の出荷を見込ん
でおり、昨年から試験的に清田区の一部の小
学校の学校給食にも使用されています。

ポーラスターを使ったスナッフルスのキッシュ
大好評につき、販売期間延長！！

ペイストリースナッフルス　さっぽろ清田店
札幌市清田区清田2条3丁目10-55
☎（011）376-0336

◀雪印種苗㈱の原子さんによる、クイズ形式の楽しい授業。（平岡公園小学校）

▶
も
み
じ
の
丘
小
学
校
で
は
、
種

植
え
の
後
に
防
虫
ネ
ッ
ト
も
児

童
が
自
分
達
で
か
け
ま
し
た
。

エダマメ「サッポロミドリ」の出前授業
小学生が種まきを体験
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伝 言 板

　ＪＡ共済連北海道と北海道警察、札幌市の主催で行なう「ス
ケアード・ストレイト技法による自転車交通安全教室」が、7月
11日（火）に丘珠高校、13日（木）に手稲高校で開催され、自転車
のマナー違反における危険性を全校生徒に呼びかけました。
　スケアード・ストレイト技法とは、交通事故を現実に近い状
態で再現することにより危険性を疑似体験させる技法のこと。
今回の交通安全教室では、「見通しの悪い交差点での事故」や

「横断歩道での事故」といった様々な場面を想定した事故をス
タントマンが実演しました。臨場感溢れるスタントを間近で
見た生徒達は、交通事故の怖さを再確認した様子でした。

　第59回石狩管内ＪＡ野球大会が7月8日（土）・9日（日）
の2日間、石狩市青葉公園野球場にて開催され、ＪＡさっぽ
ろ野球部（斉藤竜太監督：新琴似支店）を含む、管内5チーム
が熱戦を繰り広げました。
　ＪＡさっぽろ野球部は1回戦【対 ＪＡ道央】、序盤には
ホームランも飛び出すなど着実に得点を重ね健闘しました
が、ＪＡ道央も1歩も譲らず、延長戦にもつれ込んだ結果、
3-4で惜しくも敗れました。
　当日、試合会場に足を運んでいただいた組合員・役職員の
皆さま、たくさんのご声援をありがとうございました。今
後ともＪＡさっぽろ野球部をよろしくお願いいたします。▲大勢の方が応援に駆けつけました。

スタントマンが交通事故を実演！
高校生に自転車マナーの徹底呼びかける

さとらんど

【お問い合わせ】サッポロさとらんど　〒007-0880 札幌市東区丘珠町584番地2　TEL（011）787−0223

日時：9月2日（土）
　　　10時～12時30分
場所：さとらんどセンター
定員：16名
費用：1,300円

　　薬膳料理
季節の変わり目、野菜で薬膳。

日時：9月8日（金）
　　　10時～12時
場所：さとらんどセンター
定員：16名
費用：1,300円

羊毛フェルト講座
羊毛フェルトでポーチ作り

日時：9月14日（木）10時～12時
場所：さとらんどセンター
定員：16人
費用：1,300円

ヘルシー野菜スイーツ講座
敬老の日に合わせてお菓子作り

8月21日（月）から受付開始！

※この他にもさまざまな講座を行なっております。申込みは、さとらんどセンターまでTELまたは直接受付ください。

ＪＡさっぽろ野球部　石狩管内ＪＡ野球大会
たくさんのご声援、ありがとうございました！
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